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1   理事会・評議員会の開催 

理事会、評議員会や運営検討委員会、役職員研修を開催し、住民が参加協力して地域福祉

を推進する団体である社会福祉協議会を運営し協議し合う機会をつくった。 

理事会 (第 36 回～39 回) ４回開催 

評議員会(第 31 回～36 回) 6 回開催 

監査会          １回開催    

 

2   会員会費募集の推進 

推進月間（７月）に取り組み、まちぐるみで地域福祉活動を進める気運を盛り上げた。 

 正会員実積   住民会員数   ６６８名  金額 ６６８，０００円 

         組織・団体・法人 ５９団体    ３６５，０００円 

  

 賛助会員実積  個人会員数 ４，０２４名   ２，０６３，１９３円 

        企業・団体   ２９９団体  １，００５，０００円 

 

      総額  ４，１０１，１９３円  

 

3   能美市地域福祉活動計画 第２次の推進 (１年目) 

行政と連携し、多くの住民の参加と協力を得て、能美市地域福祉活動計画(平成２５～２９

年度)第２次計画の１年目としての取り組みを推進した。 

第２次計画推進 

○ 推進する３つの委員会・・・２６回開催 

・こころに寄り添える人づくり委員会   

・地域見守りネットワークづくり委員会  

・支えあいのしくみづくり委員会 

○ あたたかい地域づくりの会 理事会・・・３回開催 

○ 評価委員会・・・２回開催 

○ 市民への報告の機会・・・「春 まち ぽかぽか プロジェクト」 を開催。  

  ３月１日(土)～３月９日(日)の９日間、１９のプログラムを実施した。その中で 

３ 月 ９ 日 (日)に は 、 第 ２ 次 計 画 に お け る 見 守 り 体 制 の 充 実 を 図 る 取 り 組 み の 報 告

会を寺井地区公民館にて開催した。    (６ページに詳細掲載) 

 

4   広報誌の発行や、ホームページ運営による情報発信 

広報誌「ほほえみ」の発行（年４回）やホームページを運営し、地域福祉活動やボランテ

ィア活動の啓発と情報を発信した。 

○ ほほえみ第３２号（６月１日発行）・・・ 平 成 25 年 度 事 業 計 画 と 予 算 他  

○ ほほえみ第３３号（９月 1 日発行）・・・ 第 ９ 回 市 社 会 福 祉 大 会 開 催 他  

○ ほほえみ第３４号（１２月 1 日発行）・・ 企 業 ・ 事 業 所 ・ ま ち の お 店 や さ ん と 考 え る 地  
○ ほほえみ第３５号（３月１日発行）・・・春 ま ち ぽ か ぽ か プ ロ ジ ェ ク ト 開 催 、 い き い き サ ロ ン  

○ ホームページの随時更新 

Ⅰ 住民の参加と協力を得た組織運営 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 

・・・・・・14

・・・・・・15
・・・・・・15
・・・・・・15
・・・・・・15
・・・・・・16
・・・・・・16
・・・・・・16
・・・・・・17
・・・・・・17
・・・・18～21
・・・・・・22
・・・・・・23
・・・・・・24
・・・・・・24
・・・・25

・・・・・・25
・・・・・・26

・・・・・・27
・・・・・・28

・・29
・・・・・・29

・・・・・・30
・・・・・・30

・・・・31

・・・・・・30

5



─ 4─

 

 

 

5   社会福祉大会開催や、福祉意識啓発の活動 

各種大会やつどいを開催し、住民の福祉意識の啓発し、地域での支えあいや助けあいの活

動への参加を促した。 

 大会や集いの名称 期日・会場 参加者数        備   考    (敬 称 略 ) 

１ 

 

 

 

第９回 

能美市社会福祉大会 

 

 

※能美市民ボランテ

ィアフェスティバル

と併せて開催 

 

 

 

８月４日

（日） 

 

 

根上総合

文化会館

 

 

 

２５０名

社会福祉功労者表彰 （ ２ １ 名 ３ 団 体 ）  

感謝状 １名 

宮本長興 (前 能 美 市 社 会 福 祉 協 議 会 長 ) 

社会福祉活動者 ２団体 

 加賀佐野小町 (代 表 :中 村 朱 実  会 員 数 17 名 ) 

 愛凜倶楽部 (代 表 :林  潤 逸  会 員 数 10 名 ) 

社会福祉団体役職員 ９名 

  木道久子 (能 美 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 議 会 ) 

  森  行雄 (能 美 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 議 会 ) 

  丹保 稔 (能 美 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 議 会 ) 

元谷恵美子 (能 美 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 議 会 ) 

山岸祥一郎 (能 美 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 議 会 ) 

西田勝雄 (能 美 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 議 会 ) 

中田敦夫 (能 美 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 議 会 ) 

栗山忠作 (能 美 市 遺 族 会 ) 

中川由美子 (能 美 市 母 子 寡 婦 福 祉 連 合 会 ) 

社会福祉施設役職員 １１名 

  松尾恵子 (特 定 非 営 利 活 動 法 人 能 美 市 作 業 所 連 合 ) 

森恵美子 (特 定 非 営 利 活 動 法 人 能 美 市 作 業 所 連 合 ) 

高塚亮三 ( 特 定 非 営 利 活 動 法 人 老 人 介 護 マ ト リ ッ ク ス と ま り 木 ) 
  一丸直人 (社 会 福 祉 法 人 喜 峰 会 ) 
  菅原理絵 (社 会 福 祉 法 人 喜 峰 会 ) 

  中田圭子 (社 会 福 祉 法 人 喜 峰 会 ) 

本佐美穂 (能 美 市 立 保 育 園 ) 

笹木 暁 (能 美 市 立 保 育 園 ) 

所  尚子 (能 美 市 立 保 育 園 ) 

岡井拓馬 (能 美 市 立 保 育 園 ) 

山内由紀 (社 会 福 祉 法 人 能 美 市 社 会 福 祉 協 議 会 ) 

奨励賞 １団体 

 大口町いきいきサロン 

２ 

 

 

 

 

地域福祉委員会の 

つどい 

 

※「春 まち ぽかぽ

か プロジェクト」の

地域見守りネットワ

ークづくり委員会と

共催 

 

 

 

 

３月９日

（日） 

 

寺井地区

公民館 

 

 

 

 

１６０名

平成２５年度地域福祉委員会実践編指定の

粟生町が活動を報告しました。 

 

 

Ⅱ  福祉意識の醸成の働きかけ 
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「よろっさ やろっさ つなごっさ！春 まち ぽかぽか プロジェクト」開催 

能美市地域福祉 活動 計画第 ２次(平成２５年度～２９年度の５年間)を推進する３つの

委員会の取り組 み状 況を、 住民 へ報告するための分科会(プログラム１～４)と、住民

の方々の地域福祉・ボランティア活動の様子を自由に見学、参加できる取り組み(プロ

グラム５～１９) を合わせて実施し、福祉意識の気運を盛り上げた。 

【開催期間】３月１日(土)～３月９日(日) ９日間 

【参加者数】延 １，２４３名 

地域福祉推進のマスコットのみんちゃん

全てのプログラムに、どなたでもご参加いただけます。お気軽にご参加下さい。
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6   交流を中心としたふれあい福祉事業 

交流を中心としたふれあい福祉事業や福祉専門職の資質向上のための交流研修を実施し、

地域における「福祉意識」を盛り上げると共に、専門職の力を地域で活かすように働きか

けた。 

大会や集いの名称、目的 期日・会場   参加者数と活動内容 

１ 

ふれあい福祉運動会 

 

 

※高齢・障がいのある方等のスポ

ー ツ へ の 参 加 と ボ ラ ン テ ィ ア

とのふれあい交流 

能美市より受託 

 

６月３０日 

（日） 

 

根上総合 

文化会館 

４８０名 

※ 福 祉 関 係 団 体 に よ る 実 行 委 員

会。準備会 1 回、実行委員会３回

開催。 

 

 

 

 

 

２  

聴覚障がいのある方の集い 

「福耳ネット」 

 

※ 耳 の 聞 こ え に 都 合 が 悪 い 方 の

集う場と、仲間づくりの活動支

援  能美市より受託 

年間１２回 

第４水曜日 

 

寺井地区 

公民館 

    １ ５名（会員） 

交 流 や 障 害 者 サ ー ビ ス に か か る 情

報 交 換 。 要 約 筆 記 サ ー ク ル み み ず く

協力。  

 

 

 

【「能美たすかったわ～大賞」の表彰式・プルタブを換金した車椅子の贈呈式】 

３ 月 ９ 日 (日 )「 地 域 福 祉 委 員 会 の つ ど い 」 の 開 催 に 併 せ て 行 っ た 。  

◆「能美たすかったわ～大賞」 応募 総 数 １ ８８ 通 （ 一 般３ ０ 通 、 小学 生 の 部 １５ ８ 通）

大賞  松村 富士雄（末信町）  (敬称略) 

作 品   「 が ん ば れ 末 信 隊 ！ 嬉 し い 手 紙 が 届 い た 。「 末 信 隊 か ら 町 会 長 さ ん へ 。町 の み ん な が 安

全 に 暮 せ る 為 に 末 信 隊 と い う チ ー ム を 作 り ま し た 。」メ ン バ ー は 、小 学 生 と 保 育 園 の ４

人 組 。 早 速 、 ゴ ミ 箱 の 日 付 を 手 直 し 。 い い ぞ 末 信 隊 」  

優秀賞 石黒 つぐみ（福岡町 ・ 根 上 中 2 年 ）  

優秀賞 角居 道子（松が岡） 

小学生の部 優秀賞（６点）  

梅木 暖未（ 浜 町 ・ 浜 小 ５ 年 ）      ・佐野 正浩 （ 松 が 岡 ・ 辰 口 中 央 小 ４ 年 ）  

南  将也 （ 上 開 発 町 ・ 辰 口 中 央 小 ４ 年 ）・篠原   隼人 （ 緑 が 丘 ・ 辰 口 中 央 小 ４ 年 ）  

南  美咲 （ 岩 内 町 ・ 宮 竹 小 4 年 ）    ・村田 涼輔 （ 灯 台 笹 町 ・ 宮 竹 小 ４ 年 ）  

 

◆プルタブを換金した車椅子の贈呈先 

  ・（ 社 福 ） な ご み の 郷  能美地域活動センターはまかぜ (中 ノ 江 町 ) 

  ・グループホームとまり木 (福 島 町 ) 

   ・(NPO)ハッピーホーム(グループホーム)(松 が 岡 ) 

  ・(社福)陽翠水 陽翠の里 (緑 が 丘 )       以上４か所 
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３ 

視覚障がいのある方の集い 

「ぬくもりサロン」

※視覚に障がいのある方の集う

場と、仲間づくりの活動を支援 

能美市より受託 

 

①１ １ 月 ９ 日  

(土 ) 

② １ １ 月 １ ６ 日

(土 ) 

 

辰口健康福祉

センター 

        

８名 

交 流 や 障 害 者 サ ー ビ ス に か か る 情

報交換。 

 

 

 

 

 

 

４  

ここ ろ に 寄 り添 え る 人 づく り 講 座

(全 ４回 ) 

 

地 域 福 祉 活 動 計 画 こ こ ろ に 寄 り 添

える 人 づ く り委 員 会  

とも ろ っ さ ・能 美 と の 共催  

 

※第４回目は「春 まち ぽかぽか

プロジェクト」のプログラム３

として 

① １ 月 １ ６ 日（ 木 ）

NPO 法 人  

能 美 市 作 業 所 連 合

「 は ま な す 作 業 所 」

 

② １ 月 ２ ５ 日（ 土 ）

能 美 地 域 活 動 セ ン

タ ー 「 は ま か ぜ 」

 

③ ２ 月 １ ５ 日（ 土 ）

障 害 者 支 援 施 設

「 星 が 岡 牧 場 」  

 

④ ３ 月 ８ 日（ 土 ）

根 上 総 合 文 化 会 館

延 １５４名 

 

障 が い を 持 つ 方 に 対 し て 、 ” 気 持 ち
の 面 で 寄 り 添 う ” 関 わ り 方 を 当 事 者
や 施 設 職 員 と の 交 流 を 通 じ て 話 し 合
った。 
①  「知的障がい」って? 
②  こころの壁（妄想・幻聴など）

③  「自閉症」って? 

④ “ み ん な ” で “ み ん な ” を 考 え

るつどい 

 

 

 

 

 

５  

<福祉施設地域連携事業> 

福 祉 施 設 が 地 域 の 一 員 と し て 、 地

域 福 祉 の 推 進 と な る 地 域 連 携 を 進

めることを考える。 

①  福祉施設【職員】交流研修会

 

 

 

②  福祉施設【管理者・責任者】

研修会 

 

 

 

① ８ 月 ２ ７ 日  

（ 火 ）  

寺 井 地 区 公 民 館

 

 

 

② 12 月 10 日  

（ 火 ）  

能 美 市 ふ る さ と

交 流 研 修 セ ン タ

ー さ ら い  

 

２９名 

「 社 会 福 祉 施 設 の 存 立 基 盤 を 考 え る

〜社 会 福 祉 施 設 と 地 域 の 協 働 の 可

〜能性を求めて 」 

講 師 (大 阪 教 育 大 学 准 教 授 ) 新 崎 国 広 氏  

・ 施 設 が 地 域 に 開 か れ る 社 会 化 ・ 地

域化をめざす。 

 

 

 

３２名 

「 福 祉 施 設 の 地 域 貢 献 の 使 命 と 、 職

員育成を考える」 

講師 (社 福 法 人 松 寿 園 理 事 長 )伊 藤 貞 之 氏  

・「地域の要望に応える」信念 

 

 

 

〜
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7   福祉団体や福祉活動グループの活動支援 

福祉団体、福祉活動グループの組織活動を支援し、住民や団体の会員相互のふれあい交流

事業や福祉のまちづくり活動へ働きかけ、福祉意識の醸成を図った。 

 

■ 老人クラブ連合会の支援（市本部と３支部の事務局担当） 

■ 身体障害者福祉協議会の支援（市本部と３支部の事務局担当） 

■ 母子寡婦福祉連合会の支援 (事務局担当) 

■ 民生委員児童委員協議会の支援 （市本部と３支部の事務局担当）  

 

◇ま だま だ 元気 な 高 齢 者サ ポ ー ト グル ー プ 「 ほが ら か 会 」の 支 援  (事務局担当) 

市民提案型協働事業「閉じこもり予防ミニデイサービス」として、地域のボラン

ティアと閉じこもりがちで虚弱な高齢者が、軽いレクリエーションなどを通した

交流を中心に、仲間づくりと社会参加をすすめた。 

【開催数・利用者数】 

（根上会場）４９回（毎週木曜日）述２２５名 市老人福祉センター「白寿会館」 

（寺井会場）４７回（毎週金曜日）延２２１名 寺井老人福祉センター｢亀齢荘｣ 

（辰口会場）５０回（毎週火曜日）延３４９名 辰口健康福祉センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇地域(まち)で障がいを考える会「ともろっさ・能美」の支援（事務局を担当） 

【定 例 会】１３回 

【事  業】障がいを持つ方に対して“相手のことを想い”、“気持ちの面で寄り添

う ” 関 わ り 方 を 考 え る 機 会 と し て 、「 こ こ ろ に よ り 添 え る 人 づ く り 講

座」を開催した。(８ページに掲載) 

 

 

◇市医師会主催 高齢者・認知症在宅ケア推進委員会（ メモ リ ー・ケア・ネ ッ トワ ー ク 能 美） 

【会議への参加回数】 １１回 

【事  業】事業：市民講座「認知症を知ろう！～認知症の人と家族の生活を支え

る と い う 視 点 ～ 」 を 市 医 師 会 、 市 介 護 者 の 会 な ど 関 係 機 関 と 連 携 し 、 

２月９日に開催（ネットワークのメンバーとして運営協力） 

 

 

8   愛の福祉基金 

市民の善意による寄付を愛の福祉基金として積み立てた。 

  ○７件  総額１２６，７４４円 
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9   見守りネットワークの構築  

9-1  地域福祉委員会の設置と活動の支援 
各町会、 町内会単 位で地域 （地区） 福祉委員 会が設置 され、一 人暮らし 高齢者や障が

いのある人など、支援を必要とする人が安心して暮らせるように、地域住民で見守り、

支援する 活動を行 っている 。社会福 祉協議会 では、地 域（地区 ）福祉委 員会の活動を

支援するため、地域福祉委員会活動ヒント探し講座を内容を段階的に開催しています。 

 

 ■地域（地区）福祉委員会への活動支援   設置数……８４か所 

根上地区設置数・・・２１か所  

寺井地区設置数・・・２３か所 

辰口地区設置数・・・４０か所     

連絡、調整等の支援のため、各地域福祉委員会へ職員が７８回出向いた。 

 

■地域福祉委員会活動ヒント探し講座の開催 

講座名 受講者実績 実施期日･回数 会 場 

入門編 

１２町(内)会より受講者の推薦があり、

受 講 修 了 者 ２ ５ 名 を 地 域 福 祉 委 員 会 活

動推進員に登録した。 (登 録 累 計 １ ６ ３ 名 )

７月１７日～ 

１１月１４日 

（ 月 1 回 全 ５ 回 ）  

寺井地区公民館、各

町(内)会で実習 

【講座内容】 

 開講式と講義『町会・町内会のいろいろな活動の中から“福祉のふりかけ”

 と“連携”を再確認してみよう！』   

講師 内 慶瑞氏（金城大学社会福祉学部 教授） 

 講義『まずは要援護者の心と身体を知ることから…そして今後の活動へ！』

【高齢者について】講師 明福真理子氏 (市 介 護 老 人 保 健 施 設 は ま な す の 丘 作 業 療 法 士 )

【障害者について】講師 大保俊輔氏 （ 市 相 談 支 援 専 門 員 ）  

※  実習『わが町で地域福祉委員会を開いて、町の課題を話し合おう！』 

③講義『地域福祉活動者交流会 

     〜活動者と要援護者の事例報告とパネルディスカッション～』 

                  講師 内 慶瑞氏（金城大学社会福祉学部 教授） 

④講義『でもやっぱり地域福祉は難しい！?みんなで取り組む活動にするため

 のヒントをお教えします』 

                  講師 内 慶瑞氏（金城大学社会福祉学部 教授） 

⑤整理と閉講式『わが町の地域福祉委員会はどうすればいいの？こんなふうに  

  したい！ 最後に整理してみよう!!』＊実習課題シートを基にグループワーク

    

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ  地域支えあい体制づくりの推進 

活 動 費 と し て  

各 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 助 成 し た 。  

〜
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実践編 

地域福祉委員会活動推進員のいる町(内)

会６町(内)会 ２０名受講 

(五 間 堂 町 ・ 道 林 町 ・ 粟 生 町 ・ 牛 島 町 ・

火釜町・岩本町) 

８月２６日～ 

１０月３０日 

（ 月 1 回 全 3 回 ）  

辰口健康福祉センタ

ー 及 び 各 町 会 ･町 内

会での実習 

【講座内容】 

①講義『住民流支えあいマップづくりの目的と地域福祉委員会活動との関係を

 学ぶ』講師  木原孝久氏 （住民流福祉総合研究所長） 

②実習『重点地区地域福祉委員会○○町ごとで 

 住民流支えあいマップづくり実践』 

③講義『住民流支えあいマップづくりの講評と 

課題の見つけ方、解決方策の検討について学ぶ』 

講師  木原孝久氏（住民流福祉総合研究所長） 

充実編 

実践編受講済みの５町(内)会を指定 

 

(中庄町・西二口町・東任田町・ 

三ツ屋町・鍋谷町) 

地域での福祉課題の解決に取り組む 

・充実編は「校区サミット全国集会 in

みえ」（ １ １ 月 ２ ８ 日 ・ 三 重 県 津 市 ）参 加

 

 

 

 

 

・連絡会議を 2 回開催し、情報交換

の機会とした。 

６月１７日・１１月２８日 

 

前 年 度 ま で に 充 実 編 受 講 済 み の １ ２ 町

(内)会を指定 

 

(大成町・西任田町・浜町・山口町・ 

九谷町・泉台町・寺井町横町・新保町・

緑が丘・松が岡・宮竹町・和気町) 

 

 

9-2  福祉推進員の設置(委嘱)と活動の支援 

町会、町内会単位で福祉推進員１１１名を委嘱しており (任 期 ２ 年  平 成 26 年 3 月 31 日 ま で ）、

地域福祉委員会の活動研修会や交流会への参加の機会をつくり、その活動を支援した。 

 

    根上地区  ３１名 

寺井地区  ３４名 

辰口地区  ４６名 

計 １１１名 
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9-3  いきいきサロンの活動支援 

町会、町内会単位で行われている高齢者等の閉じこもり予防や見守りの集い、いきいきサ

ロンの活動費を助成したり、講師を紹介するなど、必要な支援を行った。 

根上地区      設置数 ２０            開催回 数２５３回

              延参加者数            ５，５４８名

延ボランティア数        ２，１５１名 

寺井地区      設置数 ２３             開催回数３０６回

                  延参加者数             ５，５６４名

延ボランティア数           １，６６０名 

辰口地区      設置数 ３２             開催回数２１０回 

             延参加者数              ４，７２９名

延ボランティア数          １，１３２名 

 

いきいきサロン活動費の助成総額        ２，７６３，４００円 

                          （財源は、会員会費）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9-4  ふれあい型配食サービスの実施 

ボランテ ィアが調 理した手 づくりお 弁当を一 人暮らし 高齢者等 にお届け し、ふれあい

ながら安否確認の声かけなどを行った。 

【対 象 者】満６５歳以上一人暮らし高齢者等 

【利用回数】１名につき、月２回まで利用可 

【利 用 料】１食２００円 

 

根上地区実績   月２回（第２・４金曜日）      ２３回   

延提供食数             ４０７食  

延協力ボランティア数         ４１２名 

寺井地区        月２回（第１・３水曜日）      ２３回 

         延提供食数                  ９７７食  

延協力ボランティア数           ４４８名 

辰口地区         月２回（第２・４火曜日）       ２２回 

            延提供食数                   ８８１食 

延協力ボランティア数           ７３３名 

中学生のボランティア活動の機会として 

根上地区 ２月２８日（ひな弁当）中学生 ８０名協力 

寺井地区 ３月 ５日（ひな弁当）中学生 ６３名協力 

辰口地区 ２月２５日（ひな弁当）中学生１０９名協力 
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9-5 一人暮らし高齢者昼食会・バスハイキングの実施 

一人暮ら し高齢者 の社会参 加と仲間 づくりの 機会とし て、バス ハイキン グの開催や地

域(地区)福祉委員会等が実施した一人暮らし高齢者昼食会へ、その費用の一部を助成し

た。 

【対 象 者】満７０歳以上の一人暮らし高齢者 

【実施回数】昼食会、バスハイキング それぞれ年１回 

【負 担 金】バスハイキングは１，０００円の参加者負担金 

 

一人暮らし高齢者 

昼食会 

町(内)会いきいき 

サロンごとに開催 

対象者１名あたり 

７００円を助成 
参加者数 ３４４名

一人暮らし高齢者 

バスハイキング 

 

※ 民 生 委 員 児 童 委 員

の協力を得て実施 

７ 月 ８ 日・９ 日・１ ０ 日

の３日間、地区ごとに

開催 

ゆのくに天祥 

(加賀市) 参加者数  １５２名

 

9-6  音訳テープの提供 

音訳ボラ ンティア （音訳ボ ランティ アたんぽ ぽ）が作 成した、 広報誌等 の音訳テープ

を、視覚に障がいのある方に届け、地域社会の情報提供に 

取り組んだ。 

  利用者 ４名 各図書館と各支所に音訳テープを設置 

・市広報誌「広報のみ」   

・市議会だより「のみだより」 

・社協広報誌「ほほえみ」  

・ボランティア情報誌「ボラ はぁと」 

 

9-7  傾聴ボランティアの派遣と活動支援 

 

傾聴の技能を学んでいるボランティアを、１人暮らし高齢者又は日中独居の 高 齢 者 宅

へ派遣し、お話を傾聴することで安心感を持っていただく。地域での孤立を 防 ぐ こ と

を目的とする。 

■傾聴ボランティアを高齢者宅へ派遣 

【対 象 者】２７名 (一人暮らし、又は日中独居の高齢者) 

【訪問回数】年間 １９２回 (月１回を基本) 

【実施場所】対象者の自宅 

 

◆傾聴ボランティア連絡会「うなづき」の 

連絡会と専門研修を支援(事務局を担当) 

【登 録 者】傾聴ボランティア養成講座修了者４３名   

【連 絡 会】年間 ６回(２か月に一回) 内２回は専門研修 

【実施場所】能美市辰口健康福祉センター 

◆市民向け啓発研修を支援(「春 まち ぽかぽか プロジェクト」のプログラム１７) 

【参 加 者】 ５２名   

【実施場所】能美市根上学習センター 講堂 
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9-8  能美市民防災ネットワーク活動支援 

町会・町 内会や壮 年団、婦 人会、商 工会や民 生委員児 童委員、 ボランテ ィア、防災士

などが集 まり、日 頃から情 報を共有 し「市民 の防災意 識の普及 」を目的 に活動してい

る「能美市民防災ネットワーク」の事務局を担当し、その活動を支援した。 

【定例会】８回 (月１回) 

【自主研修会】３回(災害ボランティアセンターの運営訓練等) 

【出前講座講師派遣】３回 (町 会 や い き い き サ ロ ン 、 壮 年 団 な ど へ ) 

 

9-9  歳末時のお見舞金の贈呈 

歳末時に、民生委員児童委員の協力を得て実施した。 

【対 象 者】市内在住の生活困窮者や施設入所者等（生保受給者は除く） 

【実施期日】１２月１７日～１２月３１日 

【贈呈実積と総額】２９１件   １，４５５，０００円 （一律５，０００円） 

【財  源】共同募金歳末たすけあい募金 

 

9-10  買い物弱者支援活動を支援 

地域の福祉ニーズの解決につながるよう、市商工女性まちづくり研究会が取り組んでいる

「買い物弱者支援としての移動販売活動」を支援した。 

【活動回数】毎月１回 １０回  

【内  容】・鍋谷 町地域福祉委員会と調整を行った。販売箇所 を町内５か所に停車する こ と

を決定し、移動販売の継続を目指して、住民の理解の浸透を図った。 

・今年度、新たに緑が丘、松が岡、金剛寺町地域福祉委員会との調整を行っ た 。

そ の 結 果 、 い き い き サ ロ ン 会 場 や 、 個 人 宅 前 、 公 民 館 前 で の 移 動 販 売 が 実 施

で き 、 さ ら に 、 山 間 部 の 住 民 が 栽 培 し た 生 花 や 野 菜 を 、 市 街 地 住 民 が 安 価 に

購買するという動きにもつながった。 

 

 

 

 

 

 

9-11  まちのお店やさん・企業・事業所の見守り活動を支援 

～地域福祉実践研修 in 能美市～ 石川県社会福祉協議会と共催し、市高齢者支援センター

の協力を得て、見守りに関する意識啓発の研修会を開催した。 

【実 施 日】 ９月２５日(水) 

【参 加 者】 ９０名   

【実施場所】 能美市根上学習センター 講堂 

 

 

9-12  生活援助員が要援護者の見守りや介護予防の取り組みを支援 

生活援助員(ヘルパーステーション能美の介護福祉士)が、地域と連携し、要援護者 の 見 守

りや、いきいきサロン等の介護予防の活動を支援した。 

・安否確認のための要援護者一声訪問   ９５２件 

・介護予防出前講座の講師         ２８件 
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１０  同じ立場の方々の支えあいや交流活動の支援 

同じ立場の方々同士の支えあいや交流活動を支援した。 

 活 動 名 期 日 会 場 参加者等 

介

護

者

に

関

し

て 

介護者まなびサロン 

 

在 宅 介 護 に つ い て の 学 び と 介 護 者

の 相 互 交 流 や 心 身 の リ フ レ ッ シ ュ

を図り、安定した在宅介護の継続を

支援   能美市より受託 

７月１０日 

(水) 

ふれあいプラザ 

 

 

 

１６名 

 

 

 

 

11 月 13 日

(水) 
寺井地区公民館 １８名 

介護者はればれテレフォン 

 

電 話 で 介 護 者 の 心 の 悩 み を お 聞 き

する。※市介護者の会の協力を得て

実施 

５回開催 

（ ２ ケ 月 に

1 回、第２水

曜日） 

旧西任田保育園 
相 談 件 数

４件 

ほっとあんしんサロン 

 

心の悩みなど、日頃の思いを気軽に

語 り 合 う 場 ※ 介 護 者 の 会 の 協 力 を

得て実施 

１１回開催 

（ 内 ２ 回 が 介

護 者 ま な び サ

ロ ン 、 毎 月 第

２ 水 曜 日 ）  

旧西任田保育園 

 

 

９２名 

 

 

「認知症 の 人と家族 の 生活を支 え

るという視点」市民講座 (再掲) 

※「 メ モ リ ー ケ ア・ネ ッ ト ワ ー ク 能 美 」

の メ ン バ ー と し て 運 営 協 力  

２月９日

(日) 
辰口福祉会館 １５２名 

子

育

て

に

関

し

て 

親子サロンとママ友相談 

 

 

 

 

 

 

就学前の子どもや、そ の親・祖父母

が気楽に集い、ふれあいや交流を深

め、気軽に子育ての相談などができ

るサロン 

【実施回数】週１回 

※ ス タ ッ フ と し て 有 償 ボ ラ ン テ ィ

アの協力を得て実施 

根上地区  

毎週木曜日 

 ４４回 

旧西任田保育園 ５７７名 

寺井地区  

毎週土曜日 

３９回 

旧粟生保育園 ９７２名 

辰口地区  

毎週火曜日 

４6 回 

辰口健康福祉 

センター 
１，６８０名

絵本カフェ(9,12 月) 

のみん広場(3 月) 

※３月は「 春  ま ち  ぽ か ぽ か  プ ロ

ジ ェ ク ト 」 の プ ロ グ ラ ム １ と し

て、支えあ いのしくみづくり委員

会関連・子 育て応援委員会が企画

９ 月  ７ 日

１ ２ 月 ２ １ 日

３ 月  １ 日

(土) 

辰口健康福祉 

センター 延 
４１２名

 
※ カ フ ェ と
絵 本 の コ ー
ナー、ふれあ
いスペース 
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１１  安心・安全のための各種相談   

11-1  心配ごと相談 
民生児童 委員や人 権擁護委 員、行政 相談員が 相談員と して、住 民の日常 生活上の相談

に応じ、助言などを行った。相談員は各地区９ 名ずつ、計２７名を委嘱している。 

【相談件数】 ５２件 

【実施回数】 ３６回 (月３回・各地区１回ずつ） 

【実施場所及び開設日】根上地区…根上窓口センター／毎月２５日 

寺井地区…寺井地区公民館／毎月５日 

辰口地区…辰口福祉会館／毎月１５日 

 

■心配ごと相談員研修会を開催した。 

【開催日時】 １月２９日(水)  

【内  容】 「法テラスの役割,業務内容について」 

講師: 法テラス石川 事務局長 片倉重郷氏 

11-2  弁護士無料法律相談 

１名約３０分の相談時間で、１日４名までとする。(要事前予約。相談は来所で行う) 

【対 象 者】どなたでも 

【実施時間】毎回午後１時３０分～３時３０分 

【相談件数】 ９０件       

【実施回数】 ２４回(月２回)    

＊開設日、開設場所については、その都度、市広報「のみ」、市社協広報誌「ほほえみ」

に掲載し周知をした。 

 

 

11-３  行政書士無料相談 

１名約３０分の相談時間で、１日４名までとする。(要事前予約。相談は来所で行う) 石

川県行政書士会小松支部の協力を得て行った。 

【対 象 者】どなたでも 

【実施時間】毎回午後１時３０分～３時３０分 

【相談件数】 １１件 

【実施回数】 １２回(月１回)    

＊開設日、開設場所については、その都度、市広報「のみ」、市社協広報誌「ほほえみ」

に掲載し周知をした。 
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11-4  能美市福祉資金 

資金の貸 付と必要 な援助及 び指導を 行うこと により、 世帯の経 済的自立 と生活意欲の

助長並び に在宅福 祉及び社 会参加の 促進を図 り、安定 した生活 が送れる ようにするこ

とを目的とした市社会福祉協議会の福祉の貸付制度。 

【 対 象 者】 能美 市に住所 を有する 低所得世 帯、身体 障がい者 世帯、知 的障がい 者世

帯、精神障がい者世帯、高齢者世帯などで、市社会福祉協議会長が必要

と認め、他から資金の融資を受けることが困難な世帯 

【貸付限度額】原則として一世帯２００，０００円（無利子）返済計画に基づき償還。 

【利用件数】 ８件 

 

11-5  石川県生活福祉資金 

資金の貸 付と必要 な援助及 び指導を 行うこと により、 世帯の経 済的自立 と生活意欲の

助長並び に在宅福 祉及び社 会参加の 促進を図 り、安定 した生活 が送れる ようにするこ

とを目的 とした石 川県社会 福祉協議 会の貸付 制度。市 社会福祉 協議会は 、市内におけ

る利用申請、償還支援、連絡調整を行っている。 

【 対 象 者】 他か らの借入 が困難な 収入が少 ない世帯 、身体障 害者手帳 、療育手 帳又

は精神障害者保健福祉手帳を持っておられる方の世帯、６５歳以上の介

護が必要な高齢者と共に生活している世帯 

【貸付限度額】原則として一世帯２００，０００円（無利子）返済計画に基づき償還。 

【利用件数】７5 件 

      ・福祉資金・教育資金・緊急小口資金 ５１件 

      ・離職者支援資金・総合支援資金   ２１件 

      ・臨時特例つなぎ資金         ３件 

【実相談件数】 ４６件 

【延相談件数】１１８件 

 

11-6  福祉サービス利用支援事業 

判断能力 の乏しい 高齢者や 障がい者 等の日常 的な金銭 管理のお 手伝いな どを行い、そ

の権利を 擁護する 事業です 。石川県 社会福祉 協議会が 行ってお り、市社 会福祉協議会

では、初回の相談窓口を担当。利用対象者は判断能力が十分でない方で以下のとおり。 

●もの忘れのある高齢者（認知症高齢者） 

●知的障がいのある方、精神に障がいのある方 

【サービスの内容】 

●日常的なお金の管理のお手伝い 

＊医療費､電話料､税金などの支払い＊年金や福祉手当の受取り等 

●大切な書類などのお預かり 

＊年金証書､不動産権利書､保険証書など大切な書類＊大切な書類保管等 

●日常生活に必要な手続きのお手伝い  

＊住民票の届出や印鑑登録などの行政手続き等 

●福祉サービスの利用のお手伝い  

＊サービス提供事業者を選択するための情報の提供等 

 

【利用実積】  ７ 件  [知的障害１件、認知症３件、その他３件、初回の相談件数８件] 
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12  ボランティア・コミュニティ活動支援センターを運営  

ボランティア・コミュニティ活動支援センター事業を住民参画で進めるために、運営委 員 １ ０

名による運営委員会を開催した。 

【実 施 回 数 】 ３ 回   (６月２０日、１０月１０日、１月２３日) 

【内 容 】    第１回  ボランティア講座の確認、ボランティアグループ活動助成の検討 

       第２回 「喫茶あい・テラス」実施を協議、次年度ボランティア事業の検討 

       第３回 「喫茶あい・テラス」の今後について協議 他 

◆喫 茶 「 あ い・ テ ラ ス 」を 実 施 ５回  (１１月～３月 毎月第３火曜日、３月は第１火曜日) 

ボランティア・コミュニティ活動支援センターの周知と、人が集い語り合える場づくりとし

て、住民のニーズを拾い、ボランティア活動や様々な支え合いの活動につなげること を 目 的

に実施した。 

【時 間 帯 】 午前１０時～午後２時   

【内 容 】  ・喫茶コーナー コーヒー・菓子販売(100 円) 

      ＮＰＯ法人能美市作業所連合「はまなす作業所」 

が協力。(会計責任は「はまなす作業所」)  

・ボランティア情報発信・体験コーナー等  

ハンドマッサージや絵手紙作成体験 

 

 

12 -1  登録・ニーズ受付・相談・斡旋・保険加入 

ボランテ ィア・コ ミュニテ ィ活動支 援センタ ーでは、 ボランテ ィアの登 録及び相談斡

旋をすると共にボランティア活動保険の保険料を助成し、その加入を推進した。 

【登録実績】 ９１グループ  ３，６６５人 (全てボランティア活動保険に加入) 

 

【相談斡旋実績】 

  ボラ ン テ ィ ア相 談 の 内 容  件数  

１ イベントに関して(地域の催しやいきいきサロン等に) ７４ 

２ 高齢者・障害者への支援に関する活動 ４８ 

３ 子育て支援に関する活動 ０ 

４ 福祉教育(地域や学校に出前)に関する活動 １８ 

５ 文化・伝承活動に関する活動 ０ 

６ 環境保全活動に関する活動 ２ 

７ 国際交流活動に関する活動 ０ 

８ 防災活動に関する活動 ６ 

９ 健康促進に関する活動 １ 

１０ その他の相談 １９ 

合  計 １６８ 

 

【登録一覧】 (活動分野別) 

高 齢・障 が

い の あ る

人 の 支 援  

芸 能

生 涯

学 習  

文 化  環 境  
子 育

支 援  

国 際

交 流  

更 生

保 護  

シ ニ

ア  
健 康  

防 犯  

防 災  

そ の

他  
合 計  

29 １７ ８ １１ ６ ５ ３ 2 4 3 3 ９１
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No グループ名 活動の内容
登録
地区

1 介助 ヘルスケアJA根上女性部
介護施設でのシーツ交換のほか、傾聴ボランティア、各種イベントのお手伝いを
しています。

根上

2 介助 ハート１７ 地域福祉活動や地域のイベントでの参加者の介助の手伝いをしています。 根上

3 介護・防災
能美市赤十字奉仕団「福
祉ボランティア」ほおずき

介護施設での話し相手、給茶サービス、ビューティケア、救急法、健康生活支援
講習、災害ボランティアの研修などをしています。

根上

4 介助
ＪＡ能美ボランティア
グループ

福祉施設でシーツ交換などの協力をしています。 寺井

5 介助 げんきかい
介護施設でのお手伝いやアロマハンドマッサージによるふれあい交流をしてい
ます。また、老人クラブの運動会の支援もしています。

寺井

6 介助 しらゆり会
福祉施設利用者の理髪やティータイムのお手伝いとお話し相手等をしていま
す。

寺井

7 相談 能美市介護者の会
会員同士の思いを話し合い、お互いの心の支えとなることや、介護についての学
習の場として学びあうことなどをすすめています。

根上

8
ふれあい
活動

あかり
いきいきサロンや福祉施設へ訪問し、ちぎり絵や手遊びレクリエーションなどで
交流しています。

根上

9 介護・防災 チーム２０
地域での認知症についての理解講座や高齢者向けレクリエーション指導をして
います。また、小・中学校での福祉体験学習に協力しています。

寺井

10 介助・環境 ちぐさグループ
福祉施設やいきいきサロンでのふれあい活動や、環境保護活動として「ぼかし」
の製造販売をしています。

辰口

11 介助 民児フレンドサークル
古切手、古木綿布、タオル、石鹸等を収集し施設へ届けています。イベント応援
もしています。

寺井

12 介助
まだまだ元気な高齢者サ
ポートグループ「ほがらか会」

市民提案型協働事業「ほがらか会」(閉じこもりを防ぐミニデイサービス)を行って
います。

辰口

13 配食
ふれあい型配食サービス
ボランティア

一人暮らし高齢者等への夕食弁当の調理・配達をしてふれあい交流をすすめて
います。

根上

14 配食 ちどり会 ふれあい型配食サービスの調理配達をしています。 寺井

15 配食・食 ささゆり会
地域の伝承料理を学び、その活動を広めながら、ふれあい交流を行っていま
す。随時勉強会を行い、いきいきサロンへも出かけています。

辰口

16 配食・食 なごみの会
ふれあい型配食サービスの調理を年４回担当しています。また、ヘルシーなアイ
デア料理を調理実習し、福祉イベントにも協力しています。

辰口

17 ﾊﾝﾄﾞﾏｯｻｰｼﾞ
アロマテラピーラベンダー
の香り

アロマテラピーを活用したハンドマッサージによるふれあい交流を目的に、施設
やいきいきサロンに訪問しています。

辰口

18
介護用品

制作
介護品創作くらぶ

障害者や高齢者、会員も快適な生活のための着心地よい衣服等を創作。昔の
布を使う回想法にも取組んでいます。

根上

19
介護用品

制作
クローバーの会

介護や生活の便利品を自分たちの手で作成したり、リフォーム依頼を受けての
製作活動をしています。

辰口

20 点訳 点訳グループ　双六
点訳友の会に所属して図書の点訳をしています。小・中学校の福祉体験にも協
力しています。

寺井

21 音訳
能美市音訳ボランティア
たんぽぽ

３地区の音訳グループが協力して、広報誌を音訳し、テープに録音しています。 根上

22 手話 手話サークル　虹 聴覚に障がいのある方々と交流しながら手話の学習をしています。 寺井

23 手話 手話サークル　めだか 聴覚に障がいのある方々と交流しながら手話の学習をしています。 辰口

高
齢
者
・
障
害
者
支
援

【能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター登録グループ一覧】

平成26年3月31日現在

分野
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No グループ名 活動の内容
登録
地区

24 要約筆記
要約筆記サークル
みみずく

聴覚に障がいのある方のコミュニケーション支援と社会参加を支援しています。
研修会や講演会、イベントなどで活動しています。

辰口

25 傾聴
能美市傾聴ボランティア
連絡会　うなづき

傾聴技術を学び、心に寄り添った会話をすることで、高齢者に安心感を与えるこ
とを目的に訪問活動をしています。

辰口

26 傾聴
もしもしお元気電話
七草の会

安否確認のための見守り活動として、傾聴の心得を活かして電話での優しい声
かけ活動をしています。

辰口

27 作業所支援
ラゼールクラブ
ボランティア

NPO法人能美市作業所連合「はまなす作業所」の所生のクラブ「ラゼールクラ
ブ」を応援する活動をしています。

根上

28 作業所支援 工房「結」
工房「結」（障がい児を持つ親の会と支える者の会）の中からボランティア仲間で
結成しました。毎日の見守り等をしています。

辰口

29
農耕体験共
生支援

NPO法人　心田開発
ストレスなどによる「心のかぜ」に悩む方に農耕や園芸作業で実感できる“緑の
時間と空間の中”で元気回復を応援しています。

根上

30 芸能 こぶし（拳）の会
唄や踊り、また高齢者の「いきいきのびのび体操」の普及などを目的に、福祉施
設やいきいきサロンに訪問しています。

根上

31 芸能 愛あいグループ
唄と踊り・ゲームなどを通じたふれあい交流を目的に、福祉施設やいきいきサロ
ンに訪問してます。

根上

32 芸能 モキハナグループ
フラダンス、玉すだれなどを通じたふれあい交流を目的に、福祉施設やいきいき
サロンに訪問しています。

根上

33 芸能 能美市郷土芸能保存会 郷土の文化芸能を、子ども達へ引き継ぐ為に、伝承活動をしています。 根上

34 芸能 歌と踊りの響きの会 歌や踊りでの交流を目的に、福祉施設やいきいきサロンに訪問しています。 根上

35 芸能 加賀佐野小町 よさこい踊りを通して、地域の方々に元気を差し上げたい、と活動しています。 寺井

36 芸能 能美マジック教室
マジックや、歌、踊りなどを通じたふれあい交流を目的に、いきいきサロン等に
訪問しています。

寺井

37 芸能 てらい愛唱会 歌で交流することを目的に、福祉施設に訪問しています。 寺井

38 芸能 弥生会
「昭和９年手取川の氾濫」を紙芝居にして、福祉施設やいきいきサロンに訪問し
ています。

辰口

39 芸能 いいじぃかい 歌謡ショーなど地域のイベンに協力しています。 辰口

40 芸能 カナリアの会
童謡、唱歌、懐かしい歌を楽しく歌うことを通じたふれあい交流を目的に、福祉
施設やいきいきサロンに訪問しています。

辰口

41 芸能 愛凛倶楽部 歌謡と楽器演奏を通したふれあい交流を目的に、福祉施設に訪問しています。 辰口

42 芸能 ミッキーの会
歌や踊り、剣舞等の披露によるふれあい交流活動を目的に、福祉施設やいきい
きサロンに訪問しています。

辰口

43 芸能 朱鷺歌謡・新舞踊友の会 歌や踊りを通じたふれあい交流を目的に、福祉施設に訪問しています。 辰口

44 芸能 ＫＯＮＯＨＡ ｗｉｎｄｓ 吹奏楽ＯＢが集まり、演奏活動を行っています｡ 辰口

45 芸能 憩う会
歌や踊りの披露によるふれあい交流活動を目的に、福祉施設やいきいきサロン
に訪問しています。

辰口

46 芸能 辰口民謡会
全国各地の民謡と踊りによるふれあい交流を目的に、福祉施設やいきいきサロ
ンに訪問しています。

辰口

分野

芸
能
生
涯
学
習
関
連
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No グループ名 活動の内容
登録
地区

47 絵手紙 苺の会
老人クラブの有志で絵手紙を作成しています。また、1ヶ月に２回ふれあい型配
食サービス弁当の上掛けの絵作りに協力しています。

根上

48 絵手紙 葉月会
季節を愛でた絵手紙を作成し、高齢者に送っています。また、ふれあい型配食
サービス弁当の上掛けの絵作りに協力しています。

辰口

49 読み聞かせ えほんファミリー
赤ちゃんから高齢者まで幅広く楽しんでもらえるパネルシアターやペープサート
等で活動しています。

根上

50 読み聞かせ 家庭文庫おはなしのいえ
「家庭文庫」として自宅を週2回火曜日に開放しています。また、幼児・学童に児
童文学の読み聞かせや人形劇の公演をしています。

辰口

51 読み聞かせ さゆりの会 童話や昔話の読み聞かせ活動をしています。 辰口

52 読み聞かせ おはなし会 トゥインクル
活動地域の主婦が集まりお話の読み聞かせ活動をしています。
また辰口図書館の活動にも参加しています。

辰口

53 読み聞かせ 和気小図書ボランティア 和気小学校図書館での本の読み聞かせ活動をしています。 辰口

54 読み聞かせ
絵本の時間
ミッフィー倶楽部

市内保育所や宮竹小学校を中心に、絵本の読み聞かせや手遊び、紙芝居のふ
れあい活動をしています。

辰口

55 さいさい倶楽部
生ゴミのリサイクルに必要な情報の提供と、ライフスタイルにあったコツや裏技
の工夫を楽しんでいます。

根上

56 高坂・根上町緑を守る会
身近にある山林を守る保全活動を通じて、緑に対する関心を高めることをすす
めています。

根上

57 能美花の会
草花への理解を深めるために、公共花壇の定植、講習会、研修展示会をしてい
ます。

根上

58 いけ花あじさいクラブ
寺井駅窓口コーナーなどへ、四季折々のいけ花を提供しています。また、福祉
施設に訪問し、フラワーアレンジメントを教えています。

根上

59 むつみ学級 根上地区の公共施設周辺の花壇の整備や清掃美化活動を行っています。 根上

60 エコトライ寺井 環境ボランティア活動として、身近な環境問題の学習と実践活動をしています。 寺井

61 ハリンコ保存会
絶滅危惧種「ハリンコ」の保護活動として、生息地や水路の清掃を行い、環境保
護啓発の活動を展開しています。

寺井

62 フレンズ
史跡や公共施設周辺の草刈りや樹木整備をしています。また、男性同士のふれ
あい仲間づくりをしています。

辰口

63 民生児童委員ＯＢ会 地区内施設や歩道などの美化や整備をしています。 辰口

64 能美の里山ファン倶楽部
貴重な役割を担う里山の活性化のために、里山地域の住民が考え、広く市民に
里山の魅力をアピールする活動をしています。

辰口

65 護美ワーキング 生ゴミを肥料に使う野菜作りの普及や環境問題を中心にした活動をしています。 辰口

66
子育て支援サークル
“ビスの会”

ジュニアクッキングや親子クッキングなどの活動への協力をしています。 根上

67 ちびっこふくしニコニコ隊
「大切な命」をテーマにした“楽しい体験出前講座”を、保育園の要請に応じて訪
問公演しています。福祉施設やいきいきサロンにも訪問しています。

根上

68
託児グループ
リバティfam

イベント時の託児や、能美市ファミリーサポートセンター、親子サロンなどの見守
り活動に協力しています。

寺井

69 能美美育ネットワーク
公共施設への花の生け込み活動や、児童作品展の開催、保育園・福祉施設で
の美育セミナー（お茶、お花）をしています。

寺井

70
育児サークル
おててつないで

育児支援のボランティア活動をしています。 辰口

71
子育て支援サークル
スマイル＠カフェリバティ

保育ママ養成講座修了者が結成。住民の“笑顔の集まる自由な場所”として育
児を楽しみながら情報交換する場を開催しています。

辰口

文
化

環境

分野

子育て支援
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No グループ名 活動の内容
登録
地区

72 ねあがりカライダスコープ
市内在住の外国人や国際交流で活躍している人達との交流を通じて、誰もが住
みやすい世界に開かれたまちづくりを目指し活動しています。

根上

73
インターナショナル倶楽部
「ＫＯＯＫＡＢＵＲＲＡ」

英語を使って交流を楽しむ活動・外国人のニーズに応じた生活サポート活動（手
続引率、日本語指導）をしています。

寺井

74 山ぼうしの会
使用済切手や書損じ葉書･ベルマーク等の収集整理活動をし、小中学校の教育
支援や開発途上国の支援につなげています。

辰口

75 Nomi国際交流協会
外国の方々との交流サロンや、日本語教室、ふれあいイベントを開催し、国際感
覚を育み、共に暮らす地域づくりの活動をしています。

辰口

76 能美日本語講師会
在住外国人向けの日本語教室の開催や、地域住民との交流活動を支援してい
ます。日本語講師技術向上のための勉強会もしています。

辰口

77 根上更生保護女性会
地域の犯罪予防、非行防止　更生保護活動への協力　青少年の健全育成支援
活動をしています。

根上

78 寺井地域更生保護女性会
地域の犯罪予防、非行防止　更生保護活動への協力　青少年の健全育成支援
活動をしています。

寺井

79 辰口更生保護女性会
地域の犯罪予防、非行防止　更生保護活動への協力　青少年の健全育成支援
活動をしています。

辰口

80
団塊世代仲
間

シニア大楽プラス
シニアからのセカンドライフを心豊かに過ごす趣味や生きがいづくりを通した仲
間づくりの活動をしています。

辰口

81
団塊世代仲
間

元気でやろう会
シニア世代として、荷物の運搬や簡単な草木の手入れなど、自分たちができる
ことを、支援を必要としている方の要請に応じて手伝っています。

辰口

82 ＡＥＤ普及 Heart aid いしかわ
～みんなでいのちを想う会～

心肺蘇生法やＡＥＤの普及を呼びかけ、命を大切にできる地域づくりに貢献する
活動をしています。

辰口

83 食育・配食
能美市食生活改善推進
協議会

市栄養教室修了者で構成。市民の食生活改善及び健康推進の普及、研修会や
検診時の試食製作、配食サービス弁当づくりに協力しています。

根上

84 スポーツ 能美市レクスポクラブ
高齢者や障がいのある人の閉じこもり予防や、自立による社会参加の促進、レク
スポでの健康増進や心のふれあい交流をしています。

根上

85
簡単ツボ体
操

さくらさくら 高齢者向けの、楽しく健やかに取り組める運動やツボ押し体操を広めています。 辰口

86 見守り隊 道林町見守り隊連絡協議会
児童の登下校の見守りや交通安全指導、不審者などに対する防犯などの啓発
活動をしています。

根上

87 防災 道林町子ども消防クラブ
防災に関する知識(避難経路や消火器の取扱いなど)を学ぶ研修を行い、命の
大切さや尊さを理解する心を育む活動を展開しています。

根上

88 見守り隊 辰口中央小学校見守り隊
辰口中央小学校の児童の登下校の見守りや交通安全指導などの見守り活動を
しています。

辰口

89 ＪＲＣ 寺井高等学校ＪＲＣ部 ふれあい型配食サービスの弁当の配達や、募金活動をしています。 寺井

90 買物支援
能美市商工女性まちづくり
研究会

地域貢献と地域振興を目的として、市内山間部の地域を中心に、買い物に困っ
ている方々を支援する「移動販売」を行っています。

寺井

91 民生委員 市民生委員児童委員協議会 地域福祉の推進役、地域における高齢・障害・児童育成の様々な支援活動 辰口

※　市全域で組織されている団体は、代表者の所在地区で登録する。

シ
ニ
ア
世
代

国際交流

更生
保護

防
犯

そ
の
他

健
康

分野
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12 -2  ボランティア講座開催 

ボランティア活動に関心を持っていただけるように、気軽に活動に参加できるような 

各種講座を開催した。 

 事業（講座）名 実 施 月・回 数 参加人数 内  容  

①   
ちびっこふくし 

ニコニコタイム 

通年 

 

3 回 

 ２５０名 

ボランティアグループを講師として、
市内保育園等で福祉の講座を実施。 
命 を 大 切 に し 、 高 齢 者 や 障 害 の あ る
人などへの思いやりの心を育む。 
 
 
 
 

②   
ジュニアボラン 

ティアクラブ 

７～２月 

 

６回 

高 齢 者 と の

ふ れ あ い  

  28 名  

障 が い の あ

る 方 と の ふ

れ あ い  

23 名  

(延 93 名 ) 

小学生を中心に保護者や中・高校・一
般が参加。高齢者との交流、障がいの
ある方との交流を行った。 
 
 
 
 
 

③   

 

 

 

中 学 生 ボ ラ ン テ ィ

アチャレンジ体験 

 

 

 

７～８月 

各校 1 回 

 

３回 

３０５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内３中学校生徒会が連携企画 
・根上中学校企画(7/27) 

「We are 松々レンジャーズ！！ 
～大きな松を育てマツ～」 

・寺井中学校企画(8/3) 
「そのゴミいつ拾うの?今でしょ!」」

・辰口中学校企画(8/4) 
「Clean3～My heart・Your heart 

Our river～」 
 
 
 

 

④   
高 校 生 ボ ラ ン テ ィ

アチャレンジ体験 

７～８月 

全２回 
  ３４名 

石 川 県 社 会 福 祉 協 議 会 の サ マ ー ボ ラ
ンティア体験と兼ねた 
①  手話を学び福耳ネットの方々と 

交流 
 
 
 
 
 
② 能 美 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア フ ェ ス テ ィ

バル運営スタッフ体験 

⑤   

団塊の世代 

「 男 性 の 介 護 入 門

講座」 

１～３月 

全４回 

１２名 

（延 41 名）
団塊の世代を対象に、地域での介護力
の向上と、仲間作りの機会として開催
①  市の高齢 化 状況の説 明 と介護の コ

ミュニケーション 
②  歩行介助 ・ 車イス介 助 ・ベッド 移

乗の介助・洗面介助体験 
③  おかゆづくり・食事介助体験 
④  認知症の発見と対応について  

講座の振返り 
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12 -3  能美市民ボランティアフェスティバル開催 

市内の福 祉・環境 ・健康・ 生活と多 岐にわたるボランティア活動に取り組んでいるグ

ループや 個人が一 堂に会し 、その活 動を広く市民に情報発信するボランティアフェス

ティバルを毎年１回、市民による実行委員会形式で開催した。 

【参 加 者】約１，０００人、参加団体 ８２団体 

【実施期日】８月４日（日） 

【実施場所】根上総合文化会館 

【日  程】  9 時 40 分～ オープニング～根上南部保育園の園児による鼓隊演奏～ 

10 時 00 分～ 第９回能美市社会福祉大会 社会福祉功労者等表彰 

10 時 30 分～ 能美市民ボランティアフェスティバル開会宣言 

10 時 50 分～ 環境標語表彰式 

11 時 00 分～ 体験・飲食各コーナー・ふれあいステージ開始 

14 時 30 分～ ゆめボラコンサート ～ 県 立 寺 井 高 等 学 校 の 吹 奏 楽 部 ～  

15 時 00 分～ 抽選会・閉会式 

15 時 30 分  能美市民ボランティアフェスティバル閉会宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○6  

 

企業ボランティア 
セ ミ ナ ー ( 春 ま ち ぽ か ぽ

か プ ロ ジ ェ ク ト プ ロ グ ラ ム ) 

①  (有 )日 本 海 開 発

グループ 

(大浜町) 

 

②  鶴来信用金庫 

(市内支店他) 

   
 

③  ハ ウ メ ッ ト ・ ジ

ャパン株式会社 

     (粟生町) 

◆ ② ③ は 石 川 県 社 会 福

祉 協 議 会「 ボ ラ ン テ ィ ア

出 前 講 座 」と タ イ ア ッ プ  

 

 

 

①  ３ 月 ２ 日

(日 ) 

 

 

②  ３ 月 ６ 日

(木 ) 

 

 

③  ３ 月 ７ 日

(金 ) 

 

 

 

 

 

企 業 社 員 、  

関 心 あ る 住 民

①  ３ ０ 名  

 

 

 

②  ３ ５ 名  

 

 

 

③  ４ ４ 名  

 

 

計 １ ０ ９ 名  

 

 

①  「 松 林 清 掃 体 験 と 企 業 の 地 域 貢 献 」  

フ ァ シ リ テ ー タ ー ： 藤 井 ま り 子 氏  

松 原 保 全 ・ 再 生 清 掃 体 験 と 地 域 貢 献 活 動

の 今 後 の 継 続 に つ い て 話 し 合 っ た 。  

 

 

②  「 企 業 が 取 り 組 む 地 域 防 災 」  

講 師 ： 北 村 裕 一 氏 (日 赤 県 支 部 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ )  

被 災 時 の 避 難 方 法 や 、連 絡 網 の 確 認 、地

域 と の 自 主 防 災 協 定 の 締 結 等 を 理 解 
 

 

③  「 地 域 に 活 か そ う 従 業 員 の 防 災 力 」  

講 師 ： 北 村 裕 一 氏  (同 上 ) 

身 近 な 品 物 を 利 用 し た  

緊 急 対 応 を 体 験 。 助 け  

あ い の 意 識 を 高 め た 。  

○7  
音 訳 ボ ラ ン テ ィ ア

スキルアップ講座 

１０月 

４回 

２４名

（延 65 名 ）

広報誌などを音訳する技術を習得 
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12-4  ボランティアグループ活動支援（助成金） 

ボランティアグループの活動を推進するために助成した。 

【対 象】市ボランティア連絡協議会に加入し、次に該当するグループ 

●活動実績が 1 年以上 ●会員数が５名以上 ●月１回以上の継続活動 

 

 

 

12-5  福祉協力校の活動支援  

市内全小 ・中・高 等学校を 福祉協力 校に指定し、児童・生徒の福祉意欲の啓発やボラ

ンティア活動への理解を深める取り組みに対し助成し、活動を支援した。 

 

■活動助成金交付  ８小学校、１中学校(２校は県社協指定校)、１高等学校 

 

■福祉協力校の福祉体験活動を支援  

福祉体験の相談を受け、指導者や協力者を派遣したり、 

訪問先の施設との連絡調整を進めるなど、福祉協力校が 

行う福祉体験を支援した。 

【参 考 ・ 把 握し た 体 験 回数 】 １３１回 (全 校 は 1 回 、 学 年 は ク ラ ス 単 位 )   

【参 考 ・ 把 握し た 体 験 者数 】  延４，７２２名  

 

 

 

No ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 名  
助 成 額
（ 円 ）  

活 動 に お け る 助 成 内 容    

①   

能 美 市 赤 十 字 奉 仕 団  

福 祉 ボ ラ ン テ ィ ア  

ほ お ず き    
平成９年設立 
（１７年目） 

会員数 ２４ 人 

50,000 

「 は ま な す の 丘 」 「 ボ ニ ュ ー ル 根 上 苑 」 「 市 立 病 院 」 な ど の
施 設 や い き い き サ ロ ン な ど に 訪 問 し 、 ビ ュ ー テ ィ ー ケ ア や ハ
ン ド マ ッ サ ー ジ を 行 う 活 動 に お い て 、 会 員 の 技 能 向 上 を 目 的
と し て 特 別 に 行 う 「 赤 十 字 ボ ラ ン テ ィ ア 基 礎 研 修 」 の 講 師 謝
礼 や 通 信 費 を 助 成 し た 。  

②   

げん き か い  
平成８年設立 
（１８年目） 
会員数 １６ 人 

40,000 
「 湯 寿 園 」「 手 取 の 里 」「 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑあ お ぞ ら 」等 で の 定 期 的
な ア ロ マ ハ ン ド マ ッ サ ー ジ を 行 う 際 の 活 動 に 使 用 す る 精 油 、
オ イ ル 等 の 費 用 を 助 成 し た 。  

③   

ちぐ さ グ ル ープ  
平成元年設立 
（２５年目） 

会員数 ４８ 人 

40,000 
福 祉 施 設 で の 介 助 活 動 や 、 ゴ ミ 減 量 や ケ ナ フ 栽 培 な ど の 環 境
啓 発 の 活 動 を 行 う た め の 、 会 員 の 勉 強 会 の 講 師 謝 礼 や 消 耗 品
費 ・ 通 信 費 と し て 助 成 し た 。  

④   

手 話 サ ー ク ル め だ か  

平成７年設立 
（19 年目） 

会員数 １6 人  

30,000
ろ う 者 の 方 々 の 社 会 参 加 を 支 援 し 、 交 流 を 深 め る た め の 手 話
技 術 向 上 の 勉 強 会 (毎 週 木 曜 日 )の 講 師 謝 礼 や 、教 材 と す る 本 ・
Ｄ Ｖ Ｄ な ど の 購 入 費 と し て 助 成 し た 。  

⑤   

山ぼ う し の 会  
平成 11 年設立 

（15 年目） 
会員数 １１ 人 

50,000 
使 用 済 み 切 手 や ベ ル マ ー ク を 収 集 、 整 理 し 教 育 備 品 を 学 校 へ
贈 呈 す る 活 動 を さ ら に 広 め る た め に 、 収 集 用 の ダ ス ト ボ ッ ク
ス 配 置 に か か る 購 入 費 用 と し て 助 成 し た 。  

⑥   

護 美 ワ ー キ ン グ  
平成 13 年設立 
（13 年目） 
会員数 15 人 

50,000 

「 生 ゴ ミ を 堆 肥 化 し て 行 う 野 菜 作 り 」 を 普 及 し 、 ゴ ミ 削 減 と
環 境 保 護 の 啓 発 活 動 を 行 う 中 で 、堆 肥 づ く り の 菌 の 購 入 費 と 、
育 て た 野 菜 を 活 か し た 調 理 を 広 め る た め に 使 用 す る ガ ス 炊 飯
器 購 入 の 一 部 と し て 助 成 し た 。  
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■福祉協力校活動連絡会 

学校と地域のボランティア活動者が顔を合わせ、情報交換し連携を深めることで、 

福祉教育の推進を図ることをめざし、連絡会を開催した。 
【参 加 者】福祉協力校担当教諭２２名、ボランティア活動者２１名  計４３名 

【実施期日】８月２７日（火） 

【実施場所】辰口健康福祉センター 

【内  容】 

講演：「学校と地域との連携による 

福祉教育の推進について」  

講師：新崎国広氏(大阪教育大学准教授)   

 

 

12-6  能美市ボランティア連絡協議会及び各地区の活動支援 

市内で活 動してい るボラン ティアの 相互の情報交換、交流などを図る市ボランティア

連絡協議会の活動費を助成し、役員会や研修会を支援した。 

■能美市ボランティア連絡協議会の活動の事務局を担当し、支援した。 

研修会 (６０名参加) 総会・交流会・役員会(毎月 1 回開催)など 

 

■根上・寺井・辰口各地区ボランティア連絡会の活動の事務局を担当し、支援した。 

     地区研修会 (計１１７名参加) 役員会・交流会など 

 

 

12-7  ボランティア情報発信 

・ボランティア情報誌「ボラ❤はあと」を年２回、発行した。 

・「ボランティアだより」（毎月）を毎月、発行した。 

・ボランティア・コミュニティ活動支援センターのホームページを随時、更新した。 

アドレス <nomi-vc.net> 
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12-8  ボランティア器材の貸出し <用品一覧> 

 【貸出実績】  １１９件（目的は、次のとおり） 

・町会行事のふれあい行事(いきいきサロンを含む)   ７２件 

            ・要介護者の移動等                 ８件 

       ・学校等での福祉体験               １０件  

       ・ボランティアグループのふれあい活動        ９件 

・その他、個人への貸出し             ２０件 

 【貸出用品一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 貸出用品 根上 寺井 本所・辰口

１ 車いす ○ ○ ○ 

２ 高齢者擬似体験セット  ○  

３ アイマスク ○   

４  点字器 ○ ○  

５ プロジェクター ○ ○ ○ 

６ CD ラジカセ  ○  

７ スクリーン ○ ○ ○ 

８ マイクアンプセット ○ ○  

９ ビデオデッキ ○  ○ 

10 視聴用ビデオテープ   ○ 

11 ポップコーン機器 ○ ○ ○ 

12 かき氷器  ○  ○ 

13 綿菓子器 ○ ○ ○ 

14 レクリエーション器材（屋内用） ○ ○ ○ 

15 図書(福祉教材)   ○  

16 サンタ衣装   ○ 

17 
印刷機 ※ 各 地 区 ボ ラ ン テ ィ ア ・ コ ミ ュ ニ

テ ィ 活 動 支 援 セ ン タ ー に 設 置  
○ ○ ○ 

1 
2 3 4

13 14 

14

10
6 

11 

14 

16 

9

5 

7

8 

12 

15 
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12-9  能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターが関わっている 

収集物について 
【収集物の使途及び実績一覧】 

収 集 物 収集取り扱い団体 送 付 先 使 途 

プルタブ 能 美 市 社 会 福 祉 協

議 会 内 ボ ラ ン テ ィ

ア・コミュニティ活

動支援センター 

平成２５年度 集めたプルタブは、 
合計 ２９９．３４ｋｇ 

 
金属廃品回収業者に換金してもらい、積立てし
ており、昨年度に続き、今年度も車椅子を購入
し、市内の福祉施設４か所へ寄贈した。 

 
★約６５０ｋｇで車椅子１台が購入できる。 

 

 

 

 

 

エコキャップ 

 
NPO 法人能美市 
作業所連合会 
はまなす作業所 

世 界 の 子 ど も
に ワ ク チ ン を
日 本 委 員 会
（JVC） 

ポ リ オ ワ ク チ ン を 購 入 す る。
エ コ キ ャ ッ プ ８ ０ ０ 個 で 子供
１人分のワクチンとなる。 

積 水 樹 脂 株 式
会社 

細 か く 粉 砕 し 、 リ サ イ ク ル製
品として再生する。 

ベルマーク 

 

 

 

ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ  

「山ぼうしの会」

      等  

ベ ル マ ー ク 財
団 

ベ ル マ ー ク は １ 点 １ 円 に な
る 。 一 部 は 発 展 途 上 国 の 教育
支 援 に 使 い 、 一 部 が 集 め た地
域 の 学 校 教 育 備 品 の 購 入 に使
う。 

使用済インク 

カートリッジ 

キャノン・エプ
ソン・リコーな
どの企業 

使 用 済 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジの
回 収 を 通 じ て 、 ベ ル マ ー ク運
動に参加。使途は上記の通り。

古切手、 

書き損じハガキ 公 益 財 団 法 人
ジョイセフ 
( 家 族 計 画 国 際
協力) 

ア ジ ア ・ ア フ リ カ 中 南 米 の発
展 途 上 国 の 保 健 活 動 (予 防 接
種 や 保 健 師 の 活 動 )の 助 成 に
使う。 使 用 済 テ レ フ ォ

ンカード、プリペ
イドカードなど 

【収集物の受付場所】 収集ボックスを下記の場所に設置。 
    能美市社会福祉協議会本所、各支所ボランティア・コミュ ニ テ ィ 活 動 支 援 セ ン タ ー 、 

能美市老人福祉センター白寿会館、能美市寺井老人福祉センター「亀齢荘」 

 

※ 能美市健康と生きがいづくりセンター・能美市根上老人福祉センターでの受付は、

平成 25 年度で終了となった。  
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13  ファミリー・サポート・センターを運営 

地域において、育児の援助を行いたい協力会員と援助を受けたい依頼会員とで、育児に関

する相互援助活動を調整、実施するファミリー・サポート・センターを市から受託し、子

育てに関する支援及び、子育てに関する住民相互の支えあい活動を進めた。 

○ ファミリー･サポート･センター運営委員会を５回開催した。 

○ 会員講習会８回、研修会１１回、交流会３回開催した。 

   ○  アドバイザーによるセンター利用者からの子育て悩み相談を実施した。 

 

■ファミリー・サポート・センター事業 

【会員登録】協力会員…市内に在住している心身ともに健康な２０歳以上の方 

依頼会員…市内に在住し、生後２ヵ月から小学６年生までの子どもの保護者 

【利 用 料】利用の場合は原則として、３日前までの申し込み（緊急の場合は相談） 

利用料金 

月曜日～金曜日 
７：００～１９：００ ３００円 

上記以外の時間 ３５０円 

土・日・祝日 
７：００～１９：００ ３５０円 

上記以外の時間 ４００円 
 ※ 年 末 年 始 （ １ ２ 月 ２ ９ 日 ～ １ 月 ３ 日 ） の 場 合 は 、 土 ・ 日 ・ 祝 日 料 金 と な り ま す 。  

 ※ 子 ど も １ 人 の ３ ０ 分 あ た り の 料 金 。 ※ 依 頼 の キ ャ ン セ ル に は キ ャ ン セ ル 料 が か か り ま す 。  

 

【内  容】➊保育施設等の開始前や終了後の子どもの預かり 

➋保育施設までの送迎 

➌学校の放課後、放課後児童クラブ終了後の子どもの預かり 

➍冠婚葬祭や学校行事の際の子どもの預かり 

➎買い物等外出の際や、リフレッシュの際の子どもの預かり 

➏その他会員の育児に関して必要な援助 

➐病後児で、保育施設等への通所が困難な子どもの預かりや病後児保育 

施設までの送迎 

 

会員数 支援内容 利用件数 

依頼会員 ２６２名 

協力会員  ６８名 

両方会員  ６８名 

 

保育園までの送迎 （ う ち 、 障 害 児 の 送 迎 ２ 名 ）  ３７９件

（ １ ６ 件 ）

子どもの習い事等の際の送迎 ２９件

その他の送迎     １７件

保育施設の保育開始や保育終了後の預かり    ２１件

放課後、放課後児童クラブ終了後の預かり   ２３９件

冠婚葬祭や学校行事の際の預かり      １件

買い物等外出やリフレッシュの際の預かり      １件

保育園･学校等休みの際の預かり      ２件

その他会員の育児に関して必要な援助    ５２件

保護者等の病気、その他急用の場合の援助    １４件

病後児の預かり    ４２件

                     計   ７９７件
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14  中・高年の生きがいと健康づくりを通じた介護予防の活動を支援 

中・高年の生きがいと健康づくりを通じた介護予防の活動支援を能美市より委託を受け、

２会場で各種講座を開催した。 

 

 講 座 名 受講者数 延受講者数 会 場 

１ 元気はつらつ体操 １９名    ２３３名

健康と生きがいづくり 

センター（吉原町） 

２ オシャレな手芸     ２２名    １７４名

３ 書を楽しむ     １８名    １５２名

４ らくらく陶芸教室     １７名    １３９名

５ 和紙ちぎり絵     １１名     ９６名

６ 花あそび     １５名    １２５名

７ 大正琴       ８名    １６０名 ふれあいプラザ（寺井町）

寺井老人福祉センター 

亀齢荘（湯谷町） 

８ 茶道教室 １３名      １８２名

９ 絵手紙･木版画教室 １４名    １２３名

      計       １３７名 １，３８４名  

 

 

15  老人福祉センター等を指定管理、運営 

老人福祉センター等を指定管理、運営した。 

 施 設 名 延開館日数 延利用者数 備 考 

１ 老人福祉センター白寿会館   ２４５日 １９，７８５名  

※ H26.3 末 ま で の

指 定 管 理  

 

※ H26.3 末 ま で の

指 定 管 理  

※ H25.8 末 ま で の

指 定 管 理  

 

２ 根上老人福祉センター   ２４４日 １７，９６８名 

３ 寺井老人福祉センター亀齢荘   ３３３日 ３９，５８４名 

４ 健 康 と 生 き が い づ く り セ ン タ ー    ２６９日 ４，３７８名 

５ ふれあいプラザ   １１２日 ５，７２６名 

６ 辰口健康福祉センター ２６０日 １４，９２７名 

７ 旧西任田保育園施設   ２５０日 

    

 １，５００名 

 

根 上 支 所 、 ﾌｧﾐﾘ

ｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ、

ね あ が り 居 宅 介

護 支 援 事 業 所 が

入 所 し 、 管 理 を

兼ねた 

        計  １，７１３日 １０３，８６８名  
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独自サー ビスや市 からの受 託事業等 により支 援の必要 な高齢者 や障がい のある人の在

宅生活を支援した。 

 

16  福祉移送サービス（外出支援サービス） 

一般の交 通機関の 利用が困 難な方に 、リフト 付き車両 による通 院などの 送迎サービス

を行った。 

【対 象 者】常時車いす利用者で、一般の交通機関を利用できない方 

●車いす利用の在宅重度身体障がいのある方 

●在宅の下肢・体幹または視覚障がいのある方（１.２級） 

●介護保険法に基づく要支援・要介護認定を受けた高齢者等 

 

当該年度登録者数     ６６名 

延利用回数（片道を１回とする）    ６１７回 

稼動実日数    １７９日 

 

 

17  生活支援ヘルパー派遣 

生活支援ヘルパー派遣を能美市より委託を受け、一人暮らし高齢者の生活を支援した。 

【 対 象 者】 おお むね６５ 歳以上の 一人暮ら し高齢者 、高齢者 世帯、お よび前記 に準

ずる世帯で、介護保険の認定が、非該当（自立）と認定された方 

【利用実績】月４回以内（１回３０～６０分） 

 

当該年度登録者数      ９名 

延実利用者数     ８２名 

利用回数    ２７５回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ  在宅福祉サービスの提供 
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体育館体育館
至 金沢→至 金沢→←至 小松←至 小松

↑
至 

根
上

↑
至 

根
上

至 

辰
口
↓

至 

辰
口
↓

国道8号線国道 8号線

美容室美容室

寺井高校寺井高校

ガソリン
スタンド
ガソリン
スタンド

アルビス
寺井店
アルビス
寺井店

クアハウス
九谷
クアハウス
九谷

湯の花
公園
湯の花
公園

浅井鉄工浅井鉄工

湯谷神社湯谷神社

ふるさと交流研修
センター「さらい」
ふるさと交流研修
センター「さらい」

湯野小学校湯野小学校

佐野郵便局佐野郵便局

〒929-0102

〒923-1104



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


